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１．概要（Summary） 
粒径が 2.5µm 以下の大気エアロゾル粒子(PM2.5)は、

人の健康に大きな影響を及ぼしている。その肺への沈

着は、肺胞液内で活性酸素やフリーラジカルを生成し、

酸化ストレスを引き起こすことが分かっている。しか

し、PM2.5 がどのようなラジカルを含有し、また液相

内でどの種類の活性酸素をどの位の量を引き起こす

かは未解明であるために、PM2.5 による健康影響は分

子レベルで何が起こった結果なのかよく分かってい

ない[1]。本研究では、 電子スピン共鳴法を用いて、

都市大気と清浄大気で採取したエアロゾル粒子内に

含有される安定ラジカル種を電子スピン共鳴法を用

いて直接検出・定量した。大気エアロゾル粒子中のラ

ジカル種の定量は極めてユニークな取り組みであり、

PM2.5 の健康影響の化学的な理解に資する、新規性の

高い知見が得られた。 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

In-situ 電子スピン共鳴(ESR) 
【実験方法】 
 大気エアロゾル粒子 を、名古屋大学環境学研究科

の屋上において カスケードインパクターを用いて粒

径毎にフィルターに捕集した。エアロゾル粒子に含有

される安定なラジカルを電子スピン共鳴法により検

出し、スピンカウンティング法を用いて定量した。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
名古屋で捕集された大気エアロゾル粒子に安定的に存

在するラジカルが検出された。EPR の g-factor 値は約

2.0023 であり、主に不完全燃焼が発生起源であるセミカ

イノンラジカルである可能性が高い。スピンカウンティング

法で定量すると、1µg の粒子あたり、1010－1011個のラジ

カルを含有することが分かった。この値は、ドイツのマイン

ツで捕集されたエアロゾル粒子とほぼ同じような値であり、

中国の北京のエアロゾル粒子に比べると数倍少ない値で

あった[2]。今後あらに分析を進め、ラジカル濃度の時変

化を更に調べていく予定である。 
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